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研究成果の概要（和文）：  日本人技術英語学習者のための基本コロケーションを確定し，コロケーションの性質別に
，より効果的な学習方法を提示するのが本研究の目的である。本研究の背景には，工学系学生の英語力の弱さと企業等
による英語力のニーズがある。教育へのコロケーションの応用研究が盛んになりつつあるが，工学系学生のためのコロ
ケーション研究はまだ歴史が浅い。本研究によって，工学系分野において，真に必要とされる英語コロケーションを明
らかにし，同時に，効率的な学習方法を確立した。

研究成果の概要（英文）：     This study aims to identify crucial collocations used in an English technical
 writing materials and to present effective learning methods to learn them.

研究分野：
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１．研究開始当初の背景 

①研究の学術的背景 

80年代は語彙(単独の単語)研究，その後，

安価で高性能のコンピュータが手軽に利

用可能となり，90 年代よりコロケーショ

ン(連語，特定の語と語のつながり)研究

が盛んになってきた。しかし，日本では

まだまだ研究実績が乏しい。とくに教育

への本格的応用研究は始まったばかりで

ある。一般英語のコロケーションを研究

したKoya(2005)が国内で最初のコロケー

ションに関する博士学位論文(堀，2009, 

p.203)であるが，5 年程度しか経過して

いない。Koya(2005)は一般的な英語を対

象としており，技術英語のコロケーショ

ン研究はいまだ芽生えの域さえ出ていな

い。 

②何をどこまで明らかにするのか 

(1)日本人の技術英語学習者が習得すべ

きコロケーションのリストを確定 

技術英語の様々な模範的素材をもとに，

日本人の技術英語学習者がとくに習得す

べきコロケーションを確定する。 

(2) 技術英語界でのコロケーションの許

容度を確認 

 日本人に完璧な英語らしい英語を要求

するのは現実的ではない。日本人の書く

技術英語に用いられるコロケーションを

抽出し，ネイティブスピーカーに限らず，

技術英語の世界で，容認されるか否かの

境界を探り，どの程度英語らしい英語を

学習者に要求すべきかを決定する。 

(3)コロケーションの性質に応じた学習

指導方法の確立 

 Koya(2005)では，コロケーションの性

質を 6 つに分類している。本研究はこの

方法を技術英語コロケーションに適用し

つつ，より深化し，各コロケーションの

性質に応じた指導法を提案する。 

③特色，結果と意義 

 コロケーション研究自体がまだ萌芽期

であり，日本での研究，さらに技術英語

となるとさらに始まったばかりである。

本研究はその先駆けである。また，日本

人技術英語学習者のための技術英語コロ

ケーションリストを確立できれば，英語

に悩む日本人技術者にとって学習の指針

ができる。 
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２．研究の目的 

日本人技術英語学習者のための基本コロケ

ーションを確定し，コロケーションの性質

別に，より効果的な学習方法を提示し，さ

らに，ネイティブスピーカーがどのような

許容度で日本人の書く技術英語に接するの

かを明らかにするのが本研究の目的である。

本研究の背景には，工学系学生の英語力の

弱さと企業等による英語力のニーズがある。

また，Koya(2005)など教育へのコロケーシ

ョンの応用研究が盛んになりつつあるが，

工学系学生のためのコロケーション研究は

まだ歴史が浅い。本研究によって，工学系

分野において，真に必要とされる英語コロ

ケーションを明らかにし，同時に，効率的

な学習方法が開発可能と確信する。 

３．研究の方法 

①素材 

工学関係の英語テキスト，学術論文，さ

らに，1700 万語の技術英語コーパス

(PERC)も用いる。 

②実験協力者 

 工学系の学部相当の学生(本研究では

おもに工業高等専門学校 4，5 年生)を対



象とする。 

③手順 

 ①の素材をコーパス(対象分析とする

言語資料)として技術英語に頻出するコ

ロケーションを抽出する。抽出対象のコ

ロケーションは品詞の制限は外し，頻度

が高く，基本，必須コロケーションとし

て優先的に記憶しておくべきものとして

いる。抽出には，客観的な手段と，直観

的な手段を併用し，実用度の高いものを

目指す。 

  以下，具体的な手順を示す。語彙，コ

ロケーションに関する先行研究の手法を

概観し，その手法を活用して，PERC コ

ーパスオンラインなど，今回利用予定の

コーパスを利用して分析する。現状では，

Ward(2007) の手法での分析例を提示す

る。 

Ward, J. (2007). Collocation and 

technicality in EAP engineering. 

Journal of English for Academic 

Purposes, 6(1), 18–35.  

1 分野による語彙の偏り(Ward(2007)と

の比較) 

 

４．研究成果 

  本報告書では成果の一部を示す。コー

パスサイズが，PERCの chemistryが154

万 tokens は Ward が 38 万 tokens と，

PERCの方が 4倍程度と多いにもかかわ

らず，gasのコロケーションが少ない。 
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